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3.『ラテン文典』と『日本大文典』の章立ての比較

第2節では、土井氏の指摘に従って文献学的に両文典を比較検討し、その

類似点を原本に戻って列挙した。ここでは、両文典の章の題目とその内容を

比べることによって、『日本大丈典』のよって立っところの文法体系が『ラ

テン文典』、つまりは、当時のヨーロッパのラテン語学の文法体系に根ざし

ていたことを示す。『日本大丈典』は『ラテン文典』を参考にし、そこから

いくつかの記述を資料として引いてきた、だけではなく、その文典の成立自

体が、『ラテン文典』の成立と基盤をーにしていたのである。

この論文の最後に挙げた「『ラテン文典』『日本大文典』章立て対照表」は

『ラテン文典』の章立てを左に、『日本大文典』の章立てを右に並べ、対照

したものである。それぞれの章立て一覧の最左欄に葉数（①、②、③…は葉

に数字のふっていない部分、‘v’は「裏」を示す。『日本大文典』の方には

葉の表裏の記述はない）、その右の欄に原文の、さらにその右に日本語訳の

章の名がある。『ラテン文典』の章題の日本語訳は筆者によるもので、『日本

大文典』の方は土井氏の訳書から引いたものである。両文典でその記述内容

が対応すると思われる章は左右に揃え、 ｜ ｜で囲った。 2 1で

「（『ラテン文典』の影響は）第一巻に於いて最も密であり、第二巻第三巻と

後に進むに従って次第に疎になってゐる。」という土井氏の記述を引用した。

その様子は、これら三つの表の仁二二二コを見れば明らかである。

この「表」は 1、2、3に分かれている。それぞれは『ラテン文典』の第

1巻、第2巻、第3巻に相当している。しかし、この表の2、3は『日本大

文典』の第2巻、第3巻にぴったりとは対応していない。なぜなら、両文典

の発音、韻律関係の記述は、『ラテン文典』では第3巻の巻末に、『日本大丈

典』では第2巻の巻末にあるからで、「表」は『ラテン丈典』の巻に対応さ

せであるので、『日本大文典』の発音、韻律関係の記述部分、つまり、第2

巻の巻末は「表 3 Jに来ている。『日本大丈典』の第3巻の章で『ラテン

文典』の第3巻の章と対応するものは、「206 日本の名字について」だけで

ある。

西洋文化の伝統の中に生まれたロドリゲスにとって、『文典』とは3部に

分かれているものであった。日本での「言語生活」あるいは「布教活動」「生

活」に必要なことがらまでも記述することが不可欠だと判断し、それを合め

て3巻にまとめた。その時、彼は「言語Jに関する記述を第2巻までで終え

てしまい、手紙の書き方や日時、年号の数え方、方位についての記述は第3
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巻に入れたのである。この原則に従えば、『ラテン文典』の第3巻に位置す

る「164 「姓」について」に対応する「206 日本の名字について」は第2

巻に入るべきものであるが、『日本大文典』においても『ラテン文典』同様

第3巻にわりふられている。名字についての記述は語学よりも、その運用や

言語生活的、文化的記述の聞に位置づけるべきだと考えたからであろう。

以下、『ラテン文典』の葉数は、 L-1、2、3・・、 LはLatinのL、『日

本大文典』の葉数はG 1、2、3…、 GはARTEGRANDE （『大文典』）

のGで示す。

3-1 両文典聞で対応関係がはっきりしている章について

ここでは、両文典聞で対応関係がはっきりしている章題、つまり、対照表

で仁二二コで固まれている章題について、述ベていく。

3 -1-1 L-3v、8v/G 1 

L-3v DE NOMINVM DECLINATIONE. 名詞変化について

8v DE PRONOM町VMDECLINATIONE.代名調の変化について

G-1 Da declina1;am dos nomes & pronomes.名詞と代名調の転尾について

L-3v、8vは『ラテン文典』の第3葉裏と第8葉裏を示し、 G-1は『日

本大文典』の第1葉を示す。

ロドリゲスはG-67～67vで日本語の代名調のために独立した章を設けて

いるが、 G Iでは代名詞と名調とを区別することはしていない。形態論的

にラテン語の代名詞はそれだけでひとつの範轄を成すが、日本語ではそうで

はなく、代名調の declina1;am（語形変化）は名調と同じだからである。

3 1 2 L -12 v / G 3、7

L-12v DE VERBORVM. CONIVGATIONE.動調活用について

G-3 Da conjuga1;am do verbo substantiuo.存在動詞の活用について

7 Da conjuga1;am dos verbos affirma－肯定動調並に否定動詞の活

tiuos, & negatiuos. 用について

L 12v～51で取り上げられている動調は、コピュラ動詞の sum、第1

活用動詞の amo（愛する）、第2活用動詞の deceo（言う）、第3活用動調
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のlego （読む）、第4活用動調の avdio（聞く）の五つである。コピュラ動

詞である sumは当時の文法でも他の動詞とは区別されており、 verbo

substantiuoと呼ばれていた。 G-3の章題に見られるのがそれである。

第1活用動詞から第4活用動調というのは、いわゆる、規則動調であり、そ

の活用に関する記述というのはG一7に対応する。ただし、 G-7にある

verbos negatiuos「否定動詞」に対応する記述はL-12vには見られない。

それは、ラテン語における否定がnon、nenque、neeなどの否定辞を文中

に加えることによって表され、動調の屈折には関与しないからである。日本

語の動詞はラテン語とはことなり、動詞自体が語形変化を起こして否定辞を

従える。ロドリゲスはその特性に着目し、 a伊ienu（上げぬ）、 aguezu（上

げず）、 aguezaru（上げざる）などそれぞれ全体をひとつの動調と考え、

これを否定動調と呼んだ。ラテン文法の枠組みにあてはめるだけでなく、日

本語の語学的体系の記述に独自の考え方を導入した一例といえる。

3-1-3 L-58、62v、67v、68v/G-45 

L-58 DE VERB. DE阻 C.CONIVG.N官ONE.欠如動調の活用について

62v DE VERBIS ANOMALIS. 変則動調について

67v DE VERBIS DEFECTIVIS. 欠知動調について

68v DE VERBIS IMPERSONALIBVS. 非人称動詞について

G-45 Dos verbos defectiuos, Anomalos, &c.不完全動調、変格動詞など

について

G-102 Do verbo impessoal. 非人称動調について

研究社『新言語学辞典』には、 defectiveverb 「欠如動詞：一般の動調

が持っている活用形の一部を具備していない動調（shall,will, can, may, 

must; ought）および変則動詞（ANOMALOUSVERB）としてのd町 e,

needをいう」、 anomalousverb 「変則動調：不規則な活用」をする動詞

で、「ギリシア語で区別されている－overbを－miverbの名残であ」る、

impersonal verb 「非人称動調：天候・時間・距離その他の表現において、

意味上特定の論理的主語を持たず、定動詞としては常に三人称単数である動

詞をいう」とある。いずれにしろ活用が不規則な動詞のことである。

「欠知動調」はL-58とL-67vとにくり返し出てくる。これは、前者の

「欠知動調」が以下のL-62v、67v、68vの三つの章の「変則動詞」「欠如

動調」「非人称動詞」のすべてをまとめた動調の一分類であることを表して
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いるからであろう。 G-45の章の「＆c.」はverbosdefectiuos, Anomalos 

以外の、活用の不規則な動詞のことで、この章も活用が不規則な動調全般を

扱っている。また、これとは別にG-102の章では非人称動詞を独立に取り

上げている。

3 -1 4 L 70、78v、82、89

G-55、58、61、64、67、69、73、77、79

L-70 RVDIMENTA. 基本

78v DE GENERIBVS NOMINVM. 名調の種類について

82 DE NOMINVM DECLINATIONE. 名調変化について

89 DEVERBORVMPAfil. ETSVP町IS.動調の過去と SUPINUM

について

G-55 Rudimenta, onde breuemente se tr叫a品調論、ここでは品詞の分

das partes da ora~am, & se apon阻m類を簡単に取扱ひ、日本語

varios preceitos a由 民ada lingoa Iapoa.に関するいろいろな規則を

指摘する

58 Das p紅 tesda ora~am lapoa, & das日本の品詞及び‘こゑ’と

vozes chamadas Coye, & Y omi. ‘よみ’のよみ方について

61 De como se deuem chamar verbos os今日まで形容名詞として通

que a旬gora corriam por nomes用したものを何故に動詞と

adjectiuos. 呼ぶべきかといふことにつ

いて

64 De varios generos de adjectiuos. 形容詞のいろいろな種類につ

いて

67 De varios graos de pronomes primitiuos.単純代名詞のいろいろな階

級について

69 De varios generos, & graos de動詞のいろいろな種類と階

verbos. 級について

73 Da Posposi~am, Aduerbio, Cojun~am，後置詞、副詞、接続詞など

&c. について

77 Da particula, Artigo, numero, &c. 助辞、格辞、数などについて

79 Dos casos, genero, tempos, modos，格、性、時、法、人称など

pressoas, &c. について
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RVDIMENTAというのは、初歩的基礎的知識や入門といったことを示

す。文法書で言えば、「基礎編」、「入門編」といったところであろう。そし

て、『ラテン文典』では、名調、代名調、動詞、分調、前置詞、副調、感動

詞、接続調の8品調の形態論を扱っている。『日本大文典』の Rudimenta

では、実質名調、形容名調、代名詞、動詞、分調、後置詞、副詞、感動調、

接続調、助辞、格辞などの品詞の形態論を扱っている。そして、それ以外に、

ラテン文法に対応するものを見い出すことのできない、日本語特有の言語現

象と考えられる‘こゑ’と‘よみ’の別について、また、元来西欧語的文法

範曙、概念である、日本語には見い出し得ないはずの、格、性、時、法、人

称などが、日本語の中でいかに実現されているかについて、述べられている。

両言語の形態論的な基本事項が記述されているという点でこれらの章は対

応している。

3 -1 5 L-93/G-83 

L-93 DE CONJ町'RVCTIONE凹τ'RANSITIVA.自動調文の作り方について

G-83 Da construi~am in仕ansitiua,& collo－同格構成、及び主格と動調

ca~am do Nominatiuo & verbo, &c. などとの語順について

CONSTRVCTIONE/construi~am というのは、英語でつづるなら

constructionであり、「（文・語句の）構造、組立；構文」（研究社『新英和

大辞典』）ということを表す。 INTRANSITIVA/intransitiuaは、英語で

つづるなら intransitiveであり、意味は「自動調の」である。 L-93も

G-83もintransitiveconstructionであり、どちらも、自動詞文の統語論

を扱っている。

3 -1-6 L-96v、102/G 93 

L-96v DE CONSTR. TRANSIT. NOMINIS.名調を合む他動調文の作り

方について

102 DE CONSTR. TRANSIT. VERBI. 他動調文の作り方について

G-93 Da construi~am transitiua do nome.名調の異格構成について

両文典どちらも、これらの章では他動詞文について扱っている。
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3 1 7 L 106、llOv/G-96、99

L-106 DECON罰百VCI'IONEVERBI A白 'IVI.能動動詞丈の作り方について

llOv DE CONSIBV1白'IONEVERBI PA田町I.受動動詞文の作り方について

G-96 Da construii;am transitiua do verbo能動動詞などの異格構成に

actiuo, &c. ついて

99 Do verbo passiuo. 受動動詞について

両文典ともに、これらの章では能動文、受動文を取り上げている。

3 1 8 L 112/G 106 

L-112 DE CONSTR. COMMVNI OMNIVMすべての動詞に共通する文

VERBORVM. の作り方について

G-106 Da construii;am comum a todos os動詞のすべてに通ずる構成

verbos. について

L-112のDECONSTR. COMMVNI OMNIVM VERBORVM.をそ

のままボルトガル語に訳したのがG l侃のDa construii;am comum a 

todos os verbos.である。

3 -1-9 L -116、117v、119v/G-103、104

L-116 DE CONSTRVCTIONE VERBI IN－不定法の動詞を含む文の作

FINITI. り方について

117v DE CONSTRVCTIONE GERVND. gerundioとsupinumを合

ETSVPIN. む丈の作り方について

119v DE CONSTRVCTIONE PARTI－分詞を合む文の作り方につ

CIPIORVM. いて

G-103 Do verbo infinito. 不定法動詞について

104 Dos Gerundios, Supinos, Partici－動詞性名詞、目的分詞、分

pios, &c. 詞などについて

「不定法」「gerundio」「supinum」「分詞」というのは、動詞を文中で

他の品詞として使用する場合の、形態論や統語法のことである。 G-103、104

では、ポルトガル語における infinito「不定法j、gerundio、supino、

participio「分詞」に対応する日本語の動調の用法が論じられている。
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3-1-10 L-122v/G-140 

L 122v DE CONSTRVCTIONE PR.tEPOSI－前置詞を含む丈の作り方につ

TIONVM. いて

G-140 Da Posposi~am. 後置詞について

L-122vのPR.tEPOSITIONVMは英語でいう preposition「前置詞」

のこと、それに対し、 G-140の Posposi~am は日本語に訳すと「後置詞」

ということになる。ラテン語、英語の前置調に相当する言語要素は、日本語

では語の後ろに置かれる。よって、上記ふたつの章題は対応関係にあると言

える。

3 -1 11 L -125v、129v、130/G-112、125、130

L 125v DE CONSTRVCTIONE ADVERBII.副詞を合む丈の作り方につ

いて

129v DE CONSTRVCTIONE INTERIEC・間投詞を合む文の作り方につ

TIONIS. いて

130 DE CONSTRVCTIONE CONIVNC－接続調を合む文の作り方につ

TIONIS. いて

G-112 Do Aduerbio. 副詞について

125 Da lnterjei~am. 感動詞について

130 Da Conjun~am. 接続詞について

両文典ともに、副詞、感動詞、接続詞にそれぞれ独立した章をあてている。

3 1 12 L 132v/G 168 

L-132v DE FIGVRATA CONSTRVCTIONE.比喰表現の用い方について

G 168 Da construi~am figurada. 修辞の構成について

G-168の章題はL 132vのラテン語をそのままポルトガル語に訳したも

のであり、対応がはっきりしている。
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3 1 13 L 137v /G -173 

L -158v / G -180 

L -164/G-206 

L 170、170v/G 179 

L-137v DE SYLLABARVM DIMENSIONE.音節の「量」について

G-173 Dos accentos da lingoa Iapoa. 日本語のアクセントについて

L-158v DE VARIIS GENER. CARMINVM.詩歌のいろいろな種類につ

いて

G 180 Da Poesia de Iapam. 

L-164 DE PATRONYMICIS. 

G-206 Dos nomes gentilicos de Iapam. 

L 170 DE GR.t'ECIS VERBIS. 

日本の和歌について

「姓」について

日本の名字について

ギリシャ語からの語句につ

いて

170v DE VOCIBVS HEBRACIS. へブライ語からの語句につ

いて

G 179 Do modo de introduzir alguns voca・われわれの或語を日本語の

bulos nossos na lingoa lapoa. 中に取入れる方法について

『ラテン文典』の第3巻は古典ラテン語の音声、韻律について、語につい

て、「姓」について、そして、語句の移入についてで構成されている。この

うちの「姓」についてだけは、『日本大文典』では第3巻で扱われており、

あとは、第2巻の第173葉から184葉で扱われている。つまり、大雑把には『ラ

テン文典』の第3巻はそれ全体が、『日本大文典』の第2巻の第173葉以降、

と、第3巻の第206～212葉に対応していると言える。

ポルトガル語はストレスアクセントの言語であり、 G-173のaccentos

が日本語のピッチアクセントを指しているとは考えにくい。一方、 L 137v 

DE SYLLABARVM DIMENSIONE.では、母音・子音の挿入、欠落、

音節の長短、二重母音などが扱われている。これらの章はともに発音上の最

小単位の変異について述ベているものと考えられる。

L 164のPATRONYMICISというのは、父の名を採った名、父祖の名

から出た名、あるいは、「姓」「名字」一般、を意味し、 G-206のnomes
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gentilicosというのは、異教徒の名前、を意味する。ロドリゲスの言う

gentilicos「異教徒」というのは、キリスト教に改宗していない日本人全般

のことである。これら二つの章題によれば、どちらの章も各言語を話す文化

における「名前」について記述していることになる。

L-170、170vはギリシア語、へブ、ライ語の語句がポルトガル語に移入さ

れた場合、発音上どのような語形変化が生じるかということを述ベた章で、

それはちょうど、 G 179で述べている事例、つまり、ポルトガル語の語句

を日本語に移入する場合どのように語形を変化させるかに対応する。「われ

われの或語」が「日本語の中に取入れ」られた場合でなく、「取入れる方法

について」述ベているのは、カトリックの用語は訳さず、基本的にポルトガ

ル語のまま日本語にまぜて使うようにしていたからである。

3-2 両文典聞で対応する章題のない場合について

ロドリゲスはラテン語学の体系をもとに、それにあてはめる形で日本語を

記述した。日本語の体系の中に対応するものをなんとか見つけ出すように心

がけていたようだが、対応する事項の見つからなかったこともある。それは、

両言語の言語構造の違いによる場合と、ラテン語はヨーロッパでの正式な書

きことば、日本語は海外での布教活動のための言語、といった、使用目的、

学習目的の違いによるものであった。

3-2-1 『ラテン文典』にはあって『日本大文典』にはない章について

言語構造の違いによるもの

『ラテン文典』第52葉の章題に見られる VERB.DEPON.を英語にす

ると deponentverbであり、『新英語学辞典』には「ギリシア語・ラテン

語文法の用語。形態上、受動態もしくは中間態でありながら、意味は能動態

の自動詞・他動詞と変わらない動詞をいう」とある。ロドリゲスは、古典ラ

テン語にある文法範障はなんとかそれに対応するものを日本語に見い出そう

としたようだが、 deponentverbという、動詞の下位分類を日本語にあて

はめることはできなかったのであろう、「L-52vDE VERB. DEPON. 

CONIVGATIONE. C形式所相動詞の活用について）Jに対応する章題、

記述は『日本大文典』にはみられない。

言語学習の目的の違いによるもの

カトリックの世界での公用語、正式な言語としてのラテン語には、文法の
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習得はもちろん音楽的韻律に習熟することも不可欠であった。よって、第150

葉の DEVLTIMIS SYLLABIS （最終音節について）以下、 DE

SYLLABA COMMVNI （音節全般について）、 DEPEDIBVS （「脚（詩

の韻律単位）」について）、 DECARMINVM DIMENSIONE （詩歌の（韻

律的）「量Jについて）、 DEC.tESVRA ( （韻律的）休止について）、 DE

FIGVRIS POET （韻文における比喰について）、 DEPROSODIA （韻律

について）といった音や韻律に関する章が多くある。一方、彼らにとっての

日本語は民衆に説教すること、機悔を聞くこと、仏教徒たちと論争すること、

そして、権力者から布教活動の援助ないしは許可を得ることであり、日本語

の音楽的美しさを身につける必要はあまりなかった。ただし、ロドリゲスは

常にヨーロッパの言語の影響の少ない日本語らしい日本語の発音をめざして

おり、その意味で『日本大文典』第178葉にはDosmodos de pronunciar a 

lingoa Iapoa （日本語の発音法）の章が設けられている。

3-2-3 『日本大文典』にはあって『ラテン文典』にはない章について

『日本大文典』の官頭ALGV7AS ADVERTENCI-as pera mayor 

intelligencia do que nesta Arte se trata （本文典の論述を理解し易から

しめんが矯の例言数則）に、日本語はhemuy copiosa, & elegante （甚

だ豊富であり典雅である）とある。その理由として、同義語の多さとその表

すニュアンスの豊かさ、複合語と副調の多様さ、以上を挙げ、そして、日本

語の特質として、誰がいる場所で、誰に対して、誰または何について話すか

によって著しく言い方の変わる待遇表現を挙げている。具体的には以下の通

りである。

assi pollos muytos vocabulos que tern pera significar hiia 

mesma cousa （同ーの事柄を言ひ表す為の語が多数あって）、 hiis

mais proprios que outros （あるものは他のものよりも適当であ

る）， como pollas varias composi~oes com breuidade, & 

energia exprime （その複合語を使って簡潔にしかも力強く言ひ

表す） cousas, & ac~oes q em nossas lingoas nao se podem 

hem exprimir, ou nilo sem rodeos （我々の国語ではうまく言ひ

表せないか廻りくどい言ひ方をしなければならないかする事柄や動

作を）， & assi mesmo pollos muytos aduerbios q com grade 

propriedade significao p副1;iculares circonstacias das 
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cousas, & das ac~oes （副詞が多数あって、事物や動作の特殊な

状況を極めて適切に示す） : de sorte que em gram pa吋eo q nos 

significamos com gestos, & mouimetos de maos （我々 が身

振りや手真似で示すものを）， significao os lapoes co suas 

composiφes, & aduerbios （日本人は多く複合語と副詞とで示す）： he 

na maneira de respeitos, & cortesias que inclue nos modos 

de falar quasi vniuersalmente （殆どあらゆる場合の言ひ方に

含まれてゐる尊敬及び丁寧の仕方に於いて豊富であり典雅である）

: por que tem verbos acomodados pera falar de pessoas, & 

com pessoas baixas, & altas （話し対手なり話題に上る人なり

の身分の高下に相応したそれそれの動調があり），＆ 凶 varias 

particulas que se ajuntao aos verbos, & nomes （動詞や名詞

に接続する色々な助辞がある）， respeitando sempre a pessoa co 

que, de que, & de q cousas fala, pera vsar das taes 

particulas, & verbos conforme a calidade de cada h色（さう

いふ助辞や動調の一語一語をその性格に応じて使はうとすれば、誰

と話し、誰の事を話し、どういふ物に就いて話すかといふ事を常に

考慮しなければならない） ; de modo que se nao pode aprender 

sem juntamente se aprender a falar com honr札＆ cortesia 

（尊敬と丁寧の加はった言ひ方と共に学ぶのでなければ、学び得る

ものではない）．

言語構造の違いによるもの

『日本大文典』にはあって『ラテン文典』にはない、ということは、日本

語にあってラテン語にない。彼らにとって特筆すべき事項だということである。

ロドリゲスは日本語における漢語の存在の大きさを見抜いており、漢語系

のことばを「こゑ」、和語系のことばを「よみ」として分けて考えていた。

彼のいう「同義語」には、同ーの意味内容を表す語に「こゑ」と「よみ」と

の対応も合まれていた。この対応全般を扱っているのが、第188葉の「Al伊ins

preceitos pera o vso de Coye, & lingoa da escritura （‘こゑ’の用法

に関する規則と文書の用語の規則若干）」であり、数多くある否定の接辞を

「こゑ」と「よみ」に分けて論じたのが第154葉の「Dasparticulas 

negatiuas （否定の助辞について）」である。

ロドリゲスの言う「副詞」は、現代の学校文法の「副詞」とは大いに異な
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り、用言の連用形、動調のテ形の一部、現代日本文法でいうところの後置詞、

「さへ、すら、だにJなどの副助調、形式名詞の「ところ、ょう（様）」な

ど、接尾辞、接頭辞、助動調、といったようにかなり雑多なものを示してい

る（馬場良二「ロドリゲス『日本文典』における「エレガント」について」、

『熊本女子大学学術紀要』 1992、Vol.44、p.32参照）。

西欧語の否定文では文の中に否定辞を入れるのであって、動調に否定を表

す要素が接続するということはない。ロドリゲスは西欧語と日本語とのこの

差異に着目し、日本語の動調に肯定動調と否定動詞とを認めた。また、彼は

日本語の用語の連用形に数多くの用法があり多様な機能と意味を持つことを

認め、動調の連用形を動調の「語根」と呼んで、その用法をくわしく記述し

ている。それが第84葉の「Dovso da rayz affirmatiua, & negatiua dos 

verbos （動調の肯定語根、否定語根の用法について）」である。また、現代

文法における接尾辞、接頭辞、助動調といったものは彼の品調分類では

atrigo （格辞）やparticula（助辞）であり、これらについては第137葉、

第149葉の章で扱われている。

話し相手に対する尊卑の態度を示す表現は何語にもあるが、日本語の待遇

表現は、ラテン語とくらべると、はるかに体系的、文法的である。単なる言

い回しゃ慣用句ではなく、語業論的、統語論的に体系的であるこの表現はG

-158 Das particulas de honra （尊敬の助辞について）、 G-164Dos 

verbos honrados de sua natureza （本来の尊敬動詞について）、 G-165

Dos verbos humildes （謙譲動調について）、に記述されている。

言語の構造上の違いではなく、その使われ方の違いによることがらではあ

るが、古典ラテン語は、キケロ、ウェノレギリウス等の言語作品の中のラテン

語であり、ロドリゲスの時代には「死語Jであった。その発話は各言語の話

者の発話にまかされ、一方、文法は固定されていた。「死語」であるがため

に発音の変異は無視され、一方、文法には変異が存在しなかったことになる。

よって、『ラテン文典』にはラテン語の空間的変異についての記述は見られ

ない。が、日本語を学習する際にこの変異を無視することはできず、 G-169

の章「Dosabusos no falar proprios dalguns reynos （ある国々特有の

言ひ方における誤謬について）」が加えられた。

言語学習の目的の違いによるもの

3-2-2で述べたように、イエズス会の宣教師たちにとって、時の権力

者に出す書状というものは非常に重要な意味を持っていた。文書による誓約
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の書き方、 G 202 Do Xeixi de Iapam. i. jurmeto por escrito （日本の

Xeixi （誓紙）、即ち書き物による誓約について）、願い事をする場合の手紙

の書き方、 G 204 Do voto por escrito （書き物による願書について）、ま

た、訴える場合、 G 204 De como se escreue apetii;am, ou accusai;am 

（訴訟を如何に書くかといふ事について）。これらの書状によって彼らの活

動が大きく左右されたであろうことは想像に難くない。そのため、『ラテン

文典』には現れない記述が『日本大丈典』にはあり、また、手紙文に使われ

た「候」についての章、 G-52 Da conjugai;am do verbo Soro （動詞Soro

（候）の活用について）や、書きことばや手紙についての章G-38Da 

conjugai;am dos verbos da escritura （書きことばの動詞の活用につい

て）、 G-184 Do estilo da escritura （文書の丈体について）、 G-189

Tratado do estilo das ca此as（書状の文体の論）が加えられている。

文化的な事柄

文化、習慣の異なる地でそれまで知られていなかった宗教を広めるのは大

変難しいことである。しかも、ことを行うのには理屈や筋道だけでなく、常

日頃の人間関係も不可欠となっている。そこで、その人間関係を作り、維持

するための「あいさつj に伴う「贈答」、それに必要となる「目録」を説明

する章が第205葉の「Do Mocurocu ( Mocurocu （目録）について）」であ

る。太陽暦と西暦を用いる人々に対する便宜として第229葉の

G 229 Tratado do modo de contar os時、年、月、日、時刻、年

tempos, annos, meses, dias, horas，号などの数へ方の論

eras, &c. 

が、十二支のない社会に対するものとして第231棄の

G-231 Dos animais que respondem as horas日本の時刻に該当する動物

de lapam, & dos rumos da agulha. について、又羅針の方位に

ついて

が加えられている。第212葉の「Tratadode varios modos de cotar （い

ろいろな数へ方の論）Jは助数詞についてであり、言語的な違いともとらえ

られるが、ロドリゲスは文化、習慣的な事柄を多く述ベている第3巻に入れて

いる。



馬場良二．ロドリゲス『日本大文典jの成立一「ラテン語学Jの与えた影響その2- 175 

4.おわりに

この論文末の表の『ラテン文典』の章立ては、天理図書館善本叢書の DE

INSTITUTIONE GRAMMATICAのページすべてを検索して作成した

のであるが、『日本大文典』の章立ては、原本の TABOADADO QVE SE 

CON-tern nestes tres livros da Arte lapoa （この日本文典三巻に合まれ

る事項の目次）からそのまま抜いてきたものである。ロドリゲスの作成した

この目次は「目安」として作られたものらしく「もれ」がある。そのひとつ

が、代名調の章である。

ラテン語学においてはギリシア語文法の名詞、代名詞、動調、分調、前置

詞、副詞、間投詞、接続詞の八つの品調分けを受けて、「代名調」という文

法範鴎が確立していた。アルパレスの『ラテン文典』では第120葉裏から DE

CONSTRVCTIONE PRONOMINVM （代名詞を合む文の作り方につい

て）という章が始まっている。ロドリゲスの作成した目次の第67葉には「De

varios graos de pronomes primitiuos （単純代名詞のいろいろな階級に

ついて）」という章題が見られる。実はこれは章ではなく、第 1巻

RVDIMENTA （日本語品詞論）の中の第67葉表にこの章題があり、その

記述は第68葉表までの3ページにわたっている「DOPRONOME （代名詞

に就いて）」という章の一部である。『日本大丈典』に対しでも『ラテン文典』

に対してと同様、その章立てを検索すべきであった。

『日本大文典』には『ラテン文典』から引用したと思われる例文があり、

説明文その他の記述にも共通部分が見られる。それだけでなく、全体の構成、

章立ても『ラテン文典』と重なるところが多い。両文典の章立てを比較、検

討したものの、『日本大文典』の章立ての検索、確認を行わなかったこと、

また、各章の記述内容に対する踏み込みが甘いこと、ラテン語に対する知識

が不十分なことと、不足な点は多々あった。が、『日本大文典』が『ラテン

文典』に似ている理由が、ロドリゲスが著述の資料として『ラテン文典』を

参考にしたからというだけでなく、彼の言語観自体が当時のラテン語学に基

づいたものであったからだ、ということが明らかになれば幸いである。
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LfBER I 

① PRJEF~τ'IO. 

③ Aue岡田carmenad hbrum. 

『ラテン文典』
第1巻

序文

この書に寄せた著者の8行詩

第 1巻 1995

③ IDEM AD CI四回四ANVM E武..E-
CE円'OREM.

キリスト教者としての教師へ宛てた

7行詩

③ AVCτ'ORLECTO国．

④ ADMONITIO. 

3v DE NOMINVM DECL町Aτ'IONE.

8v DE PRONOMINVM 

DECLIN~τ'IONE. 

f 12v DE四回ORVMCONIVGA＇官側 E.

52v DE VERB. DEPON. CONIVGA-
τ'IONE. 

55 DE VERB. COM. CONIVGA＇τ'IONE. 

58 DE VERB. DEFEC. CONIVGA-

ττONE. 

62v DE VERBIS ANOMALIS. 

67v DE VERBIS DEFEC官VIS.

68v DE VERBIS IMPERSONALIBVS. 

70 RVDIMENTA. 

78v DE GENERIBVS NOMINVM. 

82 DE NOMINVM DECLINA'I'IONE. 

89 DE VERBORVM PR..ET. ET 

SVPil沼s.

読者向の序

注意書き

名詞変化について

代名詞の変化について

動調活用について

形式所相動詞の活用について

一般動詞の活用について

欠如動詞の活用について

変則動詞について

欠如動詞について

非人称動詞について

基本

名詞の種類について

名詞変化について

動詞の過去とSUPil沢JMについて

『ラテン文典』『日本大文典』章立て対照表ー 1
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LIVRO I 
『日本大文典』

第1巻

① LICENQA. 

② APROVAQAM. 

③ PROE阻 0.

⑤ ALGVA SADVERTENCI-as F陪mmayor 

intelligencia do que nesta Arte se 

tra阻．
1 Da declina~ dos nomes & 

pronomes. 

允許状

認可状

緒言

本文典の論述を理解し易からしめんが為の例

言数則

名詞と代名詞の転尾について

3 Da conjuga号amdo verbo substantiuo. 存在動詞の活用について

7 Da ∞可uga伊m dos verbos 肯定動詞並に否定動詞の活用について

affirmatiuos, & negatiuos. 

38 Da conjuga~ dos verbos da 書きことばの動詞の活用について

e唖critura

45 Dos verbos defectiuos, Anomalos, &c. 不完全動詞、変格動調などについて

47 Da conjuga~ dos verbos acabados Ai, ei，羽， oi，凶（アい、エい、イい、オい、

em Ai, ei，払oi,ui. ウい）に終る動詞の活用について

52 Da ∞珂uga＇伊mdo verbo Soro. 動詞 Soro（候）の活用について

55 Rudimenta, onde breuemente se仕ata 品詞論、ここでは品詞の分類を簡単に取扱ひ、

d且spartes da ora伊 m,& se aponぬm 日本語に関するいろいろな規則を指摘する

varios preceitos ace民a da lingoa 

Iapoa. 

58 Das p釘旬sda ora伊m lapoa, & das 日本の品詞及び‘こゑ’と‘よみ’のよみ

vozes chamadas Coye, & Y omi. について

1 De como se deuem chamar verbos os 今日まで形容名詞として通用したものを何

que ategora corri釘n por nomes に動詞と呼ぶべきかといふことについて

adjectiuos. 

De V紅 iosgeneros de adjectiuos. 形容詞のいろいろな種類について

7 De varios graos de pronomes 単純代名詞のいろいろな階級について

primitiuos. 

9 De varios generos, & graos de verbos. 動詞のいろいろな種類と階級について

同 DaPosposi号am,Aduerbio, C吋m伊m, 後置詞、副詞、接続詞などについて

&c. 

1~7 Daparti叫 A此igo,numero, &c. 助辞格辞数などについて

9 Dos caso唱， genero，旬mpos, modos, 格、性、時、法、人称などについて

pessoas, &c. 
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『ラテン文典』
第2巻

93 DE CONSTRVCTIONE悶τ'RANSITIVA. 自動詞文の作り方について

第 1巻 1995

96v DE CONSτR TRANSIT. NOMINIS. 名詞を合む他動詞文の作り方について

102 DE CONSTR. TRANSIT. VERBI. 他動詞文の作り方について

106 DE CONSTRVCTIONE VERBI ACTIVI. 能動動詞文の作り方について

llOv DE CONSTRVCTIONE VERB! PASSM. 受動動詞文の作り方について

112 DE CONSTR. COMMVNI OMNIVM すべての動詞に共通する文の作り方について

VERBORVM. 

116 DE CONSTRVCTIONE VERBI 不定法の動詞を合む文の作り方について

国FINITI.

117v DE CONSTRVCTIONE GERVND.. gerundioとsupin umを合む文の作り方について1
ETSVPIN. 

119v DE CONSTRVCTIONE PARTICIPIORVM. 分詞を合む文の作り方について

120v DE CONS四 .VCTIONEPRONOMINVM目 代名詞を合む文の作り方について

122v DE CONSTRVCTIONE PRJEPOSITIONVM. 前置詞を含む文の作り方について

125v DE CONSTRVCTIONE ADVERB江 百I飼を合む文叫判方について

129v DE CONSτ'RVCTIONE INTERIECTIONIS. 感動詞を合む文の作り方につい

130 DE CONSTRVCTIONE CONIVNCTIONIS. 接続詞を合む文の作り方について

ド32vDE FIGVRATA CONSTRVCTIO阻． 比喰表現の用い方について

『ラテン文典』『日本大文典』章立て対照表－2
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LIVRO II 
『日本大文典』

第2巻

83 D国回国国.ri伊min回国ti田，＆叫h但伊m

do Nominatiuo ＆刊rbo、＆c.

84 Do vso da rayz aflinnatiua, ＆聞界世田d四

V目初＆

86 Do Nominatiuo com o verbo. 

87 Domodode e却licaro Relatiuo. 

89 De varios nom四回terrogatiuos.

90 Da田畑仕ui伊mdos verbos adjec幼主国．

93 Da construi号amtr祖母tiuado nome. 

94 Do nome Partitiuo, comparatiuo, & 

四 .perlatiuo,&c. 

95 Dos pronom田 deriuatiuos.

96 Dacons佐山.,am佐町田itiuadoverもoac世uo,

＆ι 

99 Dove市opassiuo. 

100 Do verb。neu位唱

102 Doverもoimpes剖al． 

103 Do verbo ir温nito.
104 Dos Gerundios, S叫pinos,Participios, &c. 

一一一一一--Ji偏Dacon託日1.,am高山mia白dOs田 veめos.
108 Das quesぬensdos lugares, Vbi, vr吋.e,qua,

qui>. 

112 Do Aduerbio. 

125 Da Inoorjei伊皿

130 Da Conjun伊m.

137 Do A尚喜o.

一一-fl五瓦函函抑1・

149 Da Particula. 

154 Das戸出回lasnegatiuas. 

158 D田 P町出血sdehonra. 

164 Dos刊ぬoshonrados d峰田anatl四国．

165 Dos v官 -hoshumildes 

168 Da回田町ui伊mfigurada.

169 Dos abu曲 sno falar proprios dalguns 

re戸拍s.

同格構成、及び主格と動詞などとの語順について

動詞の肯定語根、否定語根の用法について

動詞を伴ふ主格について

関係句の言ひ表し方について

いろいろな疑問名詞について

形容動詞の構成について

名詞の異格構成について

部分名詞、比較級名詞、最上級名詞などについて

派生代名詞について

能動動調などの異格構成について

受動動詞について

中性動詞について

非人称動詞について

不定法動詞について

動詞性名詞、目的分詞、分調などについて

動詞のすべてに通ずる構成について

場所に関する問ひ、どこに、どこから、どこを、ど

こへについて

副詞について

感動詞について

盆鐘塑.!;.'.2どて

益重.!;.'.2ど主
後置詞について

助辞について

否定の助辞について

尊敬の助辞について

本来の尊敬動詞について

謙譲動詞について

修辞の構成について

ある国々特有の言ひ方における誤謬について
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LfBER E 第3巻

137v DE SYLLABARVM 音節の「量jについて

DIMENSIONE. 

第1巻 1995

145 DE INCREMENTO NOMINVM. 名詞における増大について

148 DE VERBORUM INCREMENTO. 動詞における増大について

150 DE VLTIMIS SYLLABIS. 最終音節について

155v DE SYLLABA COMMVNI. 音節全般について

157v DE PEDIBVS. 「脚（詩の韻律単位）」について

158v DE V ARIIS GENER. 詩歌のいろいろな種類について

CARMINVM. 

160 DE CARM町VMDIMENSIONE. 詩歌の（韻律的）「量」について

162v DE CJESVRA. （韻律的）「休止」について

164 DE PATRONYMICIS. 「姓」について

168 DE FIGVRIS POET. 韻文における比輸について

169v DE PROSODIA. 韻律について

170 DE GRJECIS VERBIS. ギリシア語からの語句について

170v DE VOCIBVS HEBRACIS. ヘブライ語からの語句について

『ラテン文典』『日本大文典』章立て対照表－3
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LIVRO Il 
『日本大文典』

第2巻

173 Dos ace泡ntosda lingoa lapoa. 日本語のアクセントについて

176 Regras acerca do vso do Sumi Sumi nigori （清濁）の用法に関する

nigori. 規則

178 Dos modos de pronunciar a 日本語の発音法

lingoa lapoa. 

179 Do modo de introduzir alguns われわれの或語を日本語の中に取り入

vocabulos nossos na lingoa る方法について

担盟主こ

180 Da Poesia de lapam. 日本の和歌について

LIVRO E 第3巻

184 Do estilo da escritura. 文書の文体について

188 Alguns pr田 eitospera o vso do ‘こゑ’の用法に関する規則と文書の用

Coye, & lingoa da escritura. 語の規則若干

189 Tratado do estilo das cartas. 書状の文体の論

202 Do Xeixi de Iapam. i. jurameto 日本の Xeixi（誓紙）、即ち書き物によ

por escrito. る誓約について

204 Do voto por escr北0. 書き物による願書について

204 De como se escreue apeti<,;am, 訴訟を如何に書くかといふ事について

ou accusac;;am. 

205 Do Mocurocu. Mocurocu （目録）について

206 Dos nomes gentilicos de 日本の名字について

lapam. 

212τ'ratado de varios modos de いろいろな数へ方の論

cotar. 

229 Tratado do modo de contar os 時、年、月、日、時刻、年号などの数へ

tempos, annos, meses, di拙， 方の論

horas, er描，＆c.

231 Dos animais que respondem as 日本の時刻に該当する動物について、又

horas de lapam, & dos rumos 羅針の方位について

da agulha. 
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